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北海道の調査（平成 29 年度）によると配

偶者暴力相談支援センターの相談件数は

2880 件で増加傾向にあり、全国の相談件数

も平成 28 年度から 10 万件を超えるなど、

配偶者暴力（ＤＶ）は深刻な社会問題で、殺

人事件にまで発展するケースも少なくない。 

ＤＶの被害者支援として、相談と一時保護・

自立支援のサポートを行う地方自治体による

配偶者暴力相談支援センター、婦人相談員な

どに一時保護や生活保護について相談するこ

とができる福祉事務所、被害者が一時的に避

難・保護できる民間シェルターの三つの主な

機関がある。内閣府の調査によると 2018 年

11 月１日現在、各都道府県・政令指定都市

が把握している、民間シェルターを運営して

いる団体数は全国で 107。北海道から委託さ

れた団体は八つあり、そのうちの一つが札幌

で民間シェルターの運営やＤＶ相談、被害者

の自立支援などを行っているＮＰＯ法人女の

スペース・おん（以下スペース・おん）だ。 

1993 年、前代表理事の近藤恵子さんが中

心になり女性のための人権ネットワーク事務

所として札幌で開設したのが始まり。それと

同時に女性だけが加入できる労働組合「さっ

ぽろウイメンズ・ユニオン（現・北海道ウイ

メンズ・ユニオン）」も設立。現在はその活動

である女性の労働相談や団体交渉、人権相談

業務なども両輪で行っている。 

団体名は、女性のためのスペースという意

味と、「おん」は、女（おんな）から「な」を

取って、名のない女たちの力で女性の生きや

すい社会を作ろうということと、英語の「go 

on」、「keep on」などの能動的な意味の「on」

とを掛け合わせてつけられた。 

1997 年には被害当事者に背中を押され

る形で、北海道初の民間シェルターを立ち上

げた。2001 年４月には日本初のＤＶ防止法

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護

に関する法律」が制定され、各都道府県に配

偶者暴力相談支援センターを設置することが

義務化され、そのセンターを各都道府県の婦

人相談所が担うことになり、民間シェルター

が一時保護の一部を受託することになった。

スペース・おんも北海道から業務を委託され

たため、それを機に 2001 年の 12 月３日に

ＮＰＯ法人化した。 

 

ＮＰＯ法人女のスペース・おんの事務所の様子 
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現代表理事を務める山崎菊乃さんは、東京

出身で、もともと両親が労働組合に参加した

り、自身も大学時代に水俣病患者の支援運動

に参加したりするなど社会運動に関心が強か

った。そんな中、支援運動で出会った夫との

結婚を機に夫の実家がある旭川に移住。とこ

ろが、夫からＤＶを受け、当時は旭川にシェ

ルターがなかったことや、旭川や山崎さんの

実家である東京では夫に見つかってしまう可

能性があったため、97 年に立ち上がったば

かりのスペース・おんにＤＶ被害者として３

人の子供を連れて避難した。当初は生活保護

からの給付を受けつつ法律事務所で事務員と

して働いていたが、05 年からはスペース・

おんのスタッフとして活動するようになっ

た。 

■ 高齢者の入所が目立つ 

活動としては一時保護だけではなく、その

期間に、生活保護申請やアパート探し、病院

や役所などへの同行、日用品の買い出しなど

多岐にわたった支援を行う。シェルターは原

則２週間利用できる。ただ、同伴の子供の数

が多かったり、高齢者だったりする場合は、

転居するアパートを見つけることが難しく、

滞在期間も伸びてしまい、中には退所するの

に２、３ヵ月かかるケースもあるという。最

近ではペットを連れてくる入所者もいて、多

くは一時的に親戚に預かってもらったり、ペ

ットの宿泊施設に入れたりする。しかし、ペ

ット同伴は住まい探しのネックとなっており、

今後はペットを同伴できるシェルター設置な

どの対策を検討している。 

サポートとしてはこの他、追跡が厳しく命

の危険がある場合、裁判所が相手方に対して、

申立人に近寄らないように命じる保護命令申

請や離婚調停申し立てについても行う。退所

後も法律事務所など関係機関への同行や子供

の学習支援などもする。 

当事者は、１人の場合もあれば、子供や母

親など同伴者がいる場合もある。道外の人も

いれば、フィリピンやインドネシアなど外国

籍の人も少なくない。中には猟銃で脅かされ

たり、刃物を突きつけられたりするなどのＤ

Ｖ被害を受けた人、妊娠したにも関わらず、

夫が病院に行かせてくれなかったために自宅

で１人で産んだ人、性暴力によって体がボロ

ボロになった人など壮絶な過去をもつ被害者

もいる。 

シェルターの入所件数は毎年平均 16 件ほ

どだったが、この３、４年は 10 件に満たな

い。件数が減っている理由の一つに山崎さん

は「シェルターは情報公開していない。それ

は、入所すると誘拐されてしまうとか生活保

護を無理矢理受けさせられるとか、そういっ

た負の情報がインターネット上で流れてしま
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っていること」をあげる。また、入所すると

位置情報が加害者に知られないように、スマ

ートフォンを入所中は預かり、シェルター内

に設置している電話を使用してもらうが、そ

れを嫌がる人もいて、それも理由の一つでは

ないかと分析する。 

入所者の年代は 30 代、40 代が多いが、

最近の傾向として 70 歳以上の高齢者が増え

ているという。夫の暴力に長年耐えてきたが、

子供が独立して２人きりになって思い切って

最終決断をして逃げてくるというパターンと、

夫の認知症が進み、暴力が始まって入所する

という二つのパターンがあるが、圧倒的に多

いのは前者だ。 

■ 心のケアとして様々なイベントを実施 

北海道から２分の１の補助金が交付される

自立支援事業も行っている。この事業では退

所後の就労の促進や心のケアなどのサポート

を実施。就労支援ではマザーズハローワーク

に同行して職を探したり、被害者が就労継続

を望んでいる場合には継続の交渉もしたりす

る。退所後はこうしたサポートもあり、多く

が職に就くことができている。 

心のケアは、入所者も退所者も参加可能な

イベントや講座を通じて行っている。毎年参

加する人もいるほど好評なのは、料理やケー

キを参加者みんなで作ったりするクリスマス

会と、工作したり、バーベキューをして１泊

するキャンプ、畑仕事体験など子供も母親も

楽しめるイベントだ。この他「気持ちがアッ

プした」「癒された」との感想が多く寄せられ

たメイクアップ講座、１回の参加人数は少な

いがヨガ教室も人気だ。また、外国籍の人を

対象とした日本語講座は法務省の「人権擁護

功労賞特別賞」を受賞している。今後は、初

期にシェルターに入った母親たちが、退所後

色々な悩みを抱えている母親たちに向けての

経験談を語る講座なども計画している。 

 

子供も母親も思い切り楽しめるキャンプは毎年好

評のイベント 
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札幌市配偶者暴力相談センター受託事業も

2005 年からスタート。電話相談と面談相談

を行っている。札幌市からはステップハウス

事業も委託されている。ステップハウスはシ

ェルターとは異なり、外出や外部との連絡も

自由にできる環境にあり、半年から１年かけ

て生活援助など定期的なサポートを行う。 

この他、昨年の 11 月には３、４日の２日

間で延べ１１００人を集めた「第 21 回全国

シェルターシンポジウム 2018 in 札幌」の

実行委員も務めた。 

ＤＶを根絶するためには若いころからの啓

発が重要なため、啓発活動にも力を入れてお

り、「被害者も加害者もつくらないために」と

いうコンセプトのもと、デートＤＶに関する

講座を道内各地の高校などで実施している。

また、冊子やビデオも制作・販売して啓発に

取り組んでいる。 

運営は札幌市や北海道からの委託費でほと

んどを賄っている。資金源としてはこの他、

ＮＰＯの会員 80 人から１人 5000 円の年

会費や、個人の支援者や女性の人権支援団体、

北海道労働金庫などからの寄付、スポーツク

ラブ「カーブス」からの物資の支援もある。 

スタッフは現在山崎さんを含めて６人。平

均年齢は 60 歳だ。「誰が１人欠けても回らな

くなるのが現状で、スタッフも高齢。活動を

続けていくために、インターンシップも受け

入れているので、安定的な財政基盤を作って、

若い世代に託したい」と山崎さんは話す。 

今後は、法整備を進めるために、同じ活動

をする仲間を議員として国会に送り出すこと

も目標に掲げている。 

■ 連絡先 

 
〒060-0061 

札幌市中央区南１条西５丁目８番地 

愛生舘ビル５０８Ｂ 

 

ＮＰＯ法人女のスペース・おん 

代表理事 山崎 菊乃（やまざき きくの） 

 

ＴＥＬ：011-219-7012 

ＦＡＸ：011-219-7022 

Ｅｍａｉｌ：space_on55@yahoo.co.jp 

ＵＲＬ：
http://www.ne.jp/asahi/sapporo/space-on/ 


